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Ａグループ 

テーマ 
①「観光」 

新幹線、在来線、万葉線、駅を活かしきれている？ 

②「くらし・福祉」 

どうしたらＵターン移住が増えるだろう？ 

③「教育環境」 

空き校舎などの施設はどうしよう？ 

市民からの意見 

（原文ママ） 

・スムーズな移動 

・新高岡駅～高岡駅 移動 

・新幹線と在来線の位置が離れている 

・新高岡駅の最終電車後の交通 

・各駅をまわるバス 

・各線共通チケット導入 

・共通の ICカード化 

・周遊券おトク 

・すべて Suica対応 

・公共交通の環状線化 

・待ち時間のミニ情報収集 

・駅周辺の散歩道の提案 

・イベントで集合場所にする 

・駅の待ち合わせポイント 

・共通時刻表 

・万葉線の乗り方を学ぶ機会を！ 

・万葉線の快速電車 

・各駅のビューポイント提案 

・沿線ぞいの楽しみ方 

・（万葉線）車内でのイベント 町コンなど 

・子育てサービス充実 

・子育てしやすい環境 

・仕事 企業の誘致 

・仕事のあっせん 

・期間限定ごほうび減税 

・地域企業の PR 

・リモートワークがあたり前になりつつあるので地域

の良さを PR 

・くらしの利便性（くらしやすさ）を PR 

・チャレンジングな環境をつくる 

・住宅環境 

・移動（車） 

・教育 

・市民から高岡の魅力をアピール 

・楽しむ居場所 

・移住者同志の交流会 

・結婚サポート 

・若者向けのイベントが多くなる！ 

・誰にも優しい街 PR 

・歩いて行ける公園を増やす 

・ふるさと納税 

・クラウドファンディング 

・企業に提供し呼び込む 

・市役所オフィス 

・コワーキングスペースや博物館、美術館、図書館な

どの文化施設などとの複合施設 

・地域のイベント会場に 

・学び場 遊び場 

・お化け屋敷、脱出ゲームなどのイベント 

・イベント会場＋宿泊施設 

・冬の雪捨て場 → イベントスペース 冬は雪合戦

しながらなべ祭り 

・空き校舎の維持費用 平地・売却 

・貸しオフィス、貸し倉庫 

・街の学校 民間運営へ 

・統合される学校区の住民の集い？ 

・ドローンの練習場 

・自転車などの練習場 

・サーバー、スパコン 

・水生栽培？ 
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Ｂグループ 

テーマ 
①「観光」 

新幹線、在来線、万葉線、駅を活かしきれている？ 

②「くらし・福祉」 

お年寄りの健康寿命を伸ばすには？ 

③「教育環境」 

空き校舎などの施設はどうしよう？ 

市民からの意見 

（原文ママ） 

・万葉線ドラえもん電車続ける 

・子どもの屋内遊具を使った 

・駅の地下を使った（空きスペース） 

・新高岡駅と高岡駅の連らく交通手段を増便 バス停

も増やす 

・氷見線、城端線と万葉線の連携 

・新幹線構内にも駅ピアノを設置する 

・ビール電車増 

・シャトルバス 新幹線と在来駅 

・電車無料パス 催事の時 

・万葉線おでん電車増便 

・新駅へのアクセス 

・新高駅についたときどう観光地に行けばいいのかわ

かりづらい 

・心の健康 交流を広げる為公民館を使用する 病院

よりも 

・市立公民館でのイベント増（朝のラジオ体操） 

・地域公民館の活用 

・老人センター風呂存続？ 

・ジムへ通う時用に補助金を出して欲しい 

・地区公民館のバリアフリー化すすめて欲しい それ

に対する助成金 

・65才以上の人スポーツジム料等を市が補助する 

・コミュニティバス復活 

・サイクリングロードではなく、ランニングロードを

整備する 

・公民館利用 

・学童保育に使用して欲しい 

・飲食店など入れては？ 

・学童の中に体育館の使用して欲しい 

・市立博物館にある資料など並べて分館にして飾って

欲しい 

・借りたい 耐震になっているので、壊すのもったい

ない 

・富大の芸術学部の作品など 市でアプローチして 

ＮＰＯ 

・教室ごとに芸術家のアトリエにして欲しい 

・中田小学校かかしまつりの作品を飾って欲しい 

・ＮＰＯなど利用 
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Ｃグループ 

テーマ 
①「観光」 

観光資源のこんな活かし方もある 

②「くらし・福祉」 

お年寄りの健康寿命を伸ばすには？ 

③「教育環境」 

教員の働き方改革、激務を軽減するには？ 

市民からの意見 

（原文ママ） 

・古くからの行事を生かす（できれば参加） 

・おとぎの森でイベントをする 

・古くからの食べ物を復活し、食べ歩き 

・能作のような体験型観光をさらに誕生させるには？ 

・着物を着る機会を作る 

・ドラえもんに関するイベントを高岡駅周辺でする 

・観光バスの入れる駐車場を設けよ（トイレ備えた） 

・自転車で回る観光をもっと盛んにするには？ 

・市内めぐりの交通を考える 

・各拠点をどうつないでいくか？ 

・ジョギングコースの整備は進んでいるのか？ 

・瑞龍寺と勝興寺など市内のお寺めぐりツアー 

・高岡だけでなく、広域で観光客を引っぱる 

・釣り場の案内は、釣具屋におまかせか？ 

・観光案内所の増設は？ 

・観光案内をしていただけるボランティア 窓口はど

こ？ 

・色々な観光資源があるのに知らない、知っていない

場所があるので知る方法は？ 

・各自治会内の部署での旅行（１泊の日帰り）にガイ

ド役の方をどこにお願い出来るのか？ 

・軽運動をする機会を増やす 

・趣味の会を増やすことを考える 

・マラソン人口を増やすには？ 

・パークゴルフ人口を増やすには？ 

・各町内単位でラジオ体操をする 

・料理の腕前を披露する場を作る 

・食改さんの協力体制をどのように進めていくか 

・管理栄養士からの栄養指導 

・タブレット・スマホ教室 

・年１回の検診 

・市の健康体操を普及させる 

・健康体操を実施しながら、いかに参加者の増及び継

続してもらえるか 

・老人会活動を活発化する 

・近所の人との関わりを増やす 

・サロン等、気軽に集まれる機会を増やす 

・のむタクをもっと使いやすく！ 

・バンドなどの発表の場を増やす 

・ボランティア活動の案内 

・包括支援センターや健康増進課の協力で進めること

が出来ているので参加者、支援者をどのように増や

すか 

・何か施策によって健康になったことを見える化して

は？ 

・スタッフの人員確保と、若返りの人材をどのように

確保していくか 

・参加者の増員を計る施策はどのように考え進めてい

くか 

・各教科の専門の先生を市内の学校単位で対応して

は？ 

・学科別の担当をもっと考える必要があるのではない 

 か 

・先生の先生は機能しているのか？ 

・部活は地域の人に全て任せる体制にする 

・部活動の担当を民間委託する 

・部活動指導は教員よりも地域の人が主とする 

・罰の与え方をどうするか？ 

・教員の授業、父兄対策、部活動、その他の内訳は？ 

・親の役割はどう理解されているか？ 責任の線引き

は？ 

・父兄との話し合いの時間・機会を増やすべきではな

いだろうか 親への依頼増を！！ 

・情報機器の利用（活用）能力は 

・ＩＣＴ教育で先生方の授業の準備はラクになるの

か？ 

・教員自身のＰＣ等の利用は進んでいるのか 生徒側

の知識力は進んでいるのか 

・何か問題を起こした場合の罪を与えているのか？ 

 廊下に立たせる etc 

・非常勤的な教員の増員を考える必要があるのではな

いか 

・定年退職の教員が働ける機会を設ける 

・一般公務員よりも５％も高い人件費を下げるべきで

はないのか 

・ワークシェアリングの働き方を参考にすべきでは 

・出勤時間 時短勤務 

・先生自身へのカウンセリング 
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Ｄグループ 

テーマ 
①「観光」 

※テーマを定めなかった 

②「くらし・福祉」 

※テーマを定めなかった 

③「教育環境」 

※テーマを定めなかった 

市民からの意見 

（原文ママ） 

・点を線でむすぶ 

・観光地がバラバラで活動している 

・文化区域ブロックとなっていない 

・氷見線はいるのか 

・各観光地が散らばっているのでコースごとにコミュ

ニティバスを運行する 

・イオンから駅前までの移動が不便 

・ブラックラーメンが新高岡駅で食べられない 

・観光地で食事や雰囲気が楽しめない 

・観光地と飲食店がほしい 

・食 

・映画が撮られているが、観光資源になっていない 

・古城公園の本丸広場に天守閣を作ればどうか 

・おてつ旅 

・観光について高校生も考えている 連携すべきでは 

・観光客に何しに来たか聞いてみては？ 

・市民１人が１人呼べば 16万人の観光客 

・まずは市民意識の向上 → 教育 

・町あるきデーをつくる 

・まちなかでやれば楽しそうなイベント 利長祭り 

・地域の大人が地域の子どもを育てる 

・企業独自の取り組み 

・ベビーカーでも動きやすい 歩道の段差をへらす 

・子育て用品を扱う商店街 

・オーガニックな（安心安全な）給食に 特色を出す 

・人に焦点 

・少人数学級 

・学童保育の場所が足りない 

・学童保育の数と指導員の確保 

・一時預かり託児所の増設 

・遊べる場所が足りない（学童保育） 

・遊具のある公園が近くにある 

・将来に夢や希望がもてる 

・社会の空気感づくり 

・税金軽減 

・教育にお金がかからないように補助する 

・空き校舎をイベントに活用 

・空き校舎は子どもたちの学童に使えるように 

・空き校舎耐震工事 

・空き校舎観光利用 学校給食で宿泊させる 

・空き校舎をクラスごとに自治体の公民館 

・部活動の地域間移行 人材プラットフォーム 

・部活動を地域クラブにするための指導員は？ 

・部活のコーチを幅広く地域の人にきき協力してもら 

 う 

・教員の働き方改革のために地域移行は必要だが、指

導者の待遇は保障してほしい 

・小学校に生き物を飼い命の大切さを考える うさ

ぎ、ニワトリ等 

・少人数学級にして子どもに目がゆき届くようにして 

いじめ不登校なくす 

・関係人口をうみだす人材育成 

・地元を愛していないと価値を感じず市外へ 
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Ｅグループ 

テーマ 
①「観光」 

観光資源のこんな活かし方もある 

②「くらし・福祉」 

子どもを産み育てやすい環境になっている？ 

③「教育環境」 

空き校舎などの施設はどうしよう？ 

市民からの意見 

（原文ママ） 

・観光道順を整備する 

・観光資源が何かを探す 

・ドラえもん 

・古城公園をもっと人が来れる場に 

・道の駅の活用（鉄道ではない） 

・田や畑の体験 

・砺波のチューリップもきれいですが、戸出のチュー

リップも素敵です 

・万葉歴史館、御車山会館 行ったことがない 

・「観光を高岡で」という発想がない 

・変化がない 

・友人が来たら金沢に行く 

・まずは観光資源を認識することが必要だと思う 

・食の発信 

・富山らしい食事も楽しめる 

・旧高岡大和の７Ｆ？ 子育てセンターは、とても活

用しやすかった 

・今は、子の病気などの休カ、時短もあるのに、産休

後にパートになる職員が目立つ 

・子供食堂が少ない 制度が使いにくい 

・病児保育の充実が必要 

・社会から認められる民生委員体制の確立（地位） 

・核家族化が進み、孤立する親 → 虐待の増化 育児

不安の増化 

・舟橋村にならう？ 子の出生率が高い 

・子ども複数人だと保育園バラバラになる場合があ

り、不都合 

・保育園が決まらない 教えてもらない 

・「母を支援する」ではなく、父はどうだ（子育ては母

だけか？） 

・保育士さんの給料が安い 

・女性の出世する道がない（子供を生んでおれない） 

・泉ヶ丘が 50 周年 市がつくった町が今も市街化調

整区域 自分の家を直すのに許可がいる町のまま 

・移住やＵターンより今住んでいる人が出て行きたい

と思っている町 

・グラウンドはパークゴルフ場に変更 

・体育館の開放 老人クラブ、婦人会 

・デイサービスとか（高齢者が近くにいるので） 

・植物工場に活用 

・大学の分校の誘致？ 

・子ども達向け クイズを解きながら迷路をぬける施

設 

・福岡 淵ヶ谷小学校 オーケストラの練習場とか 

・現在は子供に声をかけにくい環境になっている 

・コンベンション＆宿泊施設に（民泊みたいな） 

・Wi-Fiつないでワークレンタルスペースに 

・スタートアップ企業向けで割安 or 無料でスペース

提供（リノベありで） 

・近隣住民の駐車場 

・マンションにするとか 

・太陽光の発電施設誘致？とか 
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Ｆグループ 

テーマ 
①「観光」 

高岡市民や近隣市民に高岡を観光してもらうには？ 

②「くらし・福祉」 

子どもを産み育てやすい環境になっている？ 

③「教育環境」 

いじめ、不登校をどうすれば減らせるだろう？ 

市民からの意見 

（原文ママ） 

・家族などで観光するとポイントがもらえる → 高

岡 Payみたいな 

・高岡のイメージをよくする SNSで常に発進 

・高岡の目玉をアピールする 

・高岡を誇れる市民を目指し 

・まず高岡市民がよさを発信 

・高岡銅器だけじゃない名物を作る 

・人のつながり 

・食 

・伏木の気象台皆に紹介したい 

・県外の人に「国府跡」が残っているのは素晴らしい

とほめられた！ 

・高岡のイメージを町角に絵で表す 

・PR 

・公共交通を使って気軽に行ければ良い 

・公共交通を使い易く 

・自転車で観光が出来る状況 

・寺院めぐりが出来る 

・高校まで医療費が無料だったらうれしい 

・補助金 

・親側へのサポート 

・まず結婚する人を増やす 出会いの場 → 子ども

が生まれる 

・遊びの場 公園を多くする 

・待機児童は０の町高岡ピーアール！！ 

・ママ友のつながり深める場作り 

・公共交通電車の時間帯 

・高齢者のみの家庭が多い 

・同じ班に若い世代、子どもがいない 

・高齢者は子育てした経験をもとに発キ出来る場を設

ける 

・家族制が変わり、子育ては公的な場所を充実させて

いく 

・地域みんなで育てる意識をもつための話し合い必要 

・隣人同士や地域で育てる状況を広げていく 

・ベビーファースト運動 

・企業の取組 

・自分の力を発揮させる 

・子どもを信ずる心 

・フリースクールの充実 

・親子の関係 

・保護者の連携を密にする 

・保護者がつながる 

・不登校を受け入れる 

・不登校は駄目？ 

・いじめの認識 

・相談する相手 

・スマホ 

・夢 

・希望 

・マインドフルネス 

・地域とのつながり 

・いじめがあった時 当事者になった時 どうしよ

う？ 

・ダイバーシティ教育 

・学校だけにまかせるのではなく地域の中での見守り

体制を一緒に行っていく 

・教員は目の前の子しかみていない 家や地域の中で

の子どもの見方を話しあうべき 

・登校の見守りで欠席を聞くと心配になるように 親

や教員そして地域の関係者と話せる場を！ 
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Ｇグループ 

テーマ 
①「観光」 

国宝だけじゃない、高岡の観光資源は？ 

②「くらし・福祉」 

どうしたらＵターン移住が増えるだろう？ 

③「教育環境」 

教員の働き方改革、激務を軽減するには？ 

市民からの意見 

（原文ママ） 

・ドラえもんワールド もっとドラえもんをアピール 

・子供への郷土の良さを 

・バドミントン 

・ひき山 

・瑞龍寺・勝興寺より古い観光資源 国泰寺の活用 

・妙音会 高岡のユニーク資源 

・万葉線 

・大仏 

・古いまち並 

・（各校下、各自治会）市民意識の向上 

・高岡古城公園 

・二上山 

・おとぎの森 週末はたくさんの人でにぎわっている 

・万葉植物園の生かし方 → 二上山観光 

・アルミ 

・漆器 

・銅器 

・ショウワノート 

・金屋の物づくり体験 

・りんご国吉 

・こんぶ 

・ほうれんそう 

・コロッケ 

・カレーうどん 

・高岡の水 庄川 

・自分の未来を決める（高岡での） 都会、県外で自

分をみがいて高岡にかえってくる 

・高岡愛をつくる（子供の時に） 

・若者が大卒後どうして戻って来ないのかよく考えて

みる 

・ふるさとイメージすりこみ 

・高岡市民と高岡から出ていった人とのおみあい 

・若い人が結婚したい → 結婚しやすくする 

・子供を産み育てやすい環境づくり（市からの補助、

助成の充実） 

・ワーケーションからの移住 

・テレワーク可能な企業の誘致 

・魅力的な仕事づくり 

・勤務先は都会 勤務地は高岡という働き方 

・有名企業の誘致 

・高岡の良さを → まつりが少ない 

・高岡での働く場所を増やす 

・税金が？ 税制優遇 

・住民税 

・サテライトオフィス誘致 

・リモートできる環境 

・仕事会社誘致 

・転勤転職しやすい環境 

・仕事 

・移住したい人に住みやすい環境がない 家賃補助等 

・水が美味い高岡 

・高岡の魅力アピール（県外等で） 

・高岡の良さをもっとアピールして住んでもらう 

・老後 終の地としての高岡 

・空き家の活用 

・40代、50代でも戻ってきやすいコミュニティづくり 

・村八分 

・二次学習創設 

・放課後学習充実（民間） 

・学習遅れのカバー 

・教育委員会がもっと教員の仕事を理解する（現場を

良くみる） 

・ＰＴＡとの役割分担 

・ＰＴＡとの良好な関係づくり 

・ｂｏｔ導入（保護者からの細かい質問にＡＩが答え

てくれる） 

・親も教師の姿で… 

・親の子どもに対する姿勢 先生まかせ？ 

・楽しい学校に 親も先生も 

・部活の講師を外部へ 

・テストの丸つけとかは外部に 

・教員をサポートする 一般人より採用する 

・先生は授業（楽しい授業）のみに集中できる環境づ

くり 

・部活動の民間移譲 

・部活を子供の自主性に委ねる 

・宿題と授業を明確に分離し、家庭学習を増やす 

・モンスターから守る仕組み 

・小・中・高 温度差あり 部活対応 

・成績評価をしない事 

・ワーク分析による対応 

 


